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第２章 住宅・住環境等に係る課題 

１．様々な世帯ニーズに関する課題 

課題１ 高齢者や障がい者が安心して暮らし続けることができる住宅・住環境の整備 

【現況】 

・近隣市と比較しても高齢者の割合が高く、高齢者夫婦世帯や単身高齢者世帯が増加してお

り、今後もさらに高齢化が進むと想定されます。一方で、「高齢者等のための設備がある」住

宅の割合は低くなっています。そのため、高齢者が暮らしやすい住宅の供給や安心して暮らす

ことのできるまちづくりが必要です。 

 

年齢別人口の推移 

 
 

資料 総務省「国勢調査」、国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口」 

 

 

年齢別人口、周辺市町との比較 

 
※年齢不詳を除いているため、合計が１００％とならないものがあります。                          

 

資料 総務省「平成 27年国勢調査」  

 

 

 

18,141 
15,050 13,552 

12,396 11,420 11,015 10,397 9,740 8,980 8,372 7,864 7,515 7,138 

58,716 59,409 57,760 
54,534 53,172 50,781 

47,709 46,135 44,648 42,563 40,308 
37,232 

35,208 

8,721 10,307 12,418 

15,149 17,508 
20,135 22,677 23,468 23,420 23,528 23,529 24,144 23,833 

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

70,000

Ｓ60 Ｈ2 Ｈ7 Ｈ12 Ｈ17 Ｈ22 Ｈ27 Ｒ2 Ｒ7 Ｒ12 Ｒ17 Ｒ22 Ｒ27

（人）

14歳以下 15～64歳 65歳以上

12.8 

14.0 

14.8 

14.3 

14.4 

16.8 

13.7 

58.8 

61.5 

63.1 

60.4 

61.4 

62.5 

61.7 

28.0 

24.0 

21.5 

24.8 

23.9 

20.5 

23.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

蒲郡市

豊橋市

岡崎市

豊川市

西尾市

幸田町

愛知県

14歳以下 15～65歳 65歳以上
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高齢者の居住状況の推移

 
資料 総務省「国勢調査」 

 

高齢者等のための設備の設置状況

 
資料 総務省「住宅・土地統計調査」 

 

・手帳所持者数及び自立支援医療受給者数は、年々増加しており、多様な居住の場の確保や

総合的な生活支援の充実が求められています。 

障がい者数の推移と推計 

 
※手帳保持者数は、身体障害者手帳保持者、療育手帳保持者、精神障害者保健福祉手帳保持者の合計です。 

 

資料 蒲郡市 

13,382

2,525 2,526

14,346

3,678 3,289

0

5,000

10,000

15,000

20,000

65歳以上世帯員を含む世帯 高齢者夫婦世帯 単身高齢者世帯

（世帯）

H22 H27

53.4 52.8 62.9 

27.5 
56.1 55.7 61.1 

36.5 
53.1 52.6 61.9 

32.7 

46.6 47.2 37.1 

72.5 
43.9 44.3 38.9 

63.5 
46.9 47.4 38.1 

67.3 

0%

50%

100%
H20 H25 H30

高齢者等のための設備がある 高齢者等のための設備はない

4,016 4,067 4,091 4,189 4,183 4,199 4,182 4,250 4,322

777 807 839 901 941 950 990 1,056 1,122

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2

（人）

手帳所持者数 自立支援医療受給者数（精神通院）
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【アンケート調査結果】 

・住宅やその周りの居住環境の満足度では、「高齢者・障がい者等のための福祉環境」の満

足度が低くなっています。そのため、高齢者・障がい者のための居住支援などの取組につい

て強化する必要があります。 

 

住宅やその周りの居住環境の満足度（一般市民アンケート調査） 

 
  

50.1 

52.7 

43.3 

21.2 

24.4 

22.8 

21.1 

16.4 

46.5 

34.5 

33.5 

11.9 

8.1 

16.9 

10.4 

19.2 

13.9 

11.7 

11.6 

30.7 

28.7 

26.7 

32.3 

25.3 

27.9 

29.5 

35.6 

30.7 

28.0 

36.8 

39.1 

42.0 

34.7 

41.5 

33.2 

40.9 

30.0 

53.5 

54.0 

53.9 

14.5 

13.5 

17.3 

29.7 

27.6 

28.9 

31.3 

34.9 

13.7 

15.1 

17.6 

25.3 

38.4 

27.7 

40.0 

27.3 

36.0 

24.8 

26.0 

10.7 

3.7 

4.7 

4.7 

18.3 

16.8 

15.6 

8.8 

12.5 

8.7 

7.3 

6.5 

7.7 

11.1 

8.7 

11.7 

8.8 

16.5 

4.9 
3.9 

1.6 

2.9 

2.5 

2.4 

5.5 

3.3 

3.2 

3.2 

5.5 

3.1 

6.3 

3.3 

13.1 

7.7 

5.2 

4.7 

3.7 

3.6 

5.1 

4.5 

3.2 

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

住宅の広さや間取り

日当たり・風通し

台所・浴室・トイレの設備または使い勝手

バリアフリーへの対応

耐震性・耐火性

遮音性・断熱性

防犯性（玄関・窓・ベランダ）

省エネ対策等の環境の配慮

駐車場の確保

通勤・通学の便利さ

買い物・通院などの日常生活の便利さ

子育て支援施設の充実度

高齢者・障がい者等のための福祉環境

公園・緑地等の充実度

地震や風水害の時の安全性

生活道路の便利さ

公共交通機関の便利さ

近所づきあいや自治会の活動

治安・防犯の環境

住みやすさ

満足 やや満足 やや不満 不満 無回答
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・蒲郡市に力を入れてほしい取組では、「若者や子育て世帯の定住が進むような支援や施策

の推進」に次いで「高齢者や障がい者などが安心して居住できるような施策の推進」、「市

内循環バスなど交通網の充実」が多くなっています。 

 

蒲郡市に力を入れてほしい取組（一般市民アンケート調査） 

 
 

  

46.7
38.0

3.3

6.4

9.2

18.0

3.7

9.2

6.5

28.9

36.0

19.2

9.5

4.8

2.3

3.5

5.2

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

若者や子育て世帯の定住が進むような支援や施策の推進

高齢者や障がい者などが安心して居住できるような施策の推進

既存市街地（まちなか）への居住推進

三世代の同居や近居など家族のつながりの強化の支援

住宅の耐震化支援のさらなる促進

中古住宅や空家など既存住宅の活用の促進

公営住宅の整備・改修・維持管理

低所得者や住宅困窮者のための公営住宅の強化

海をＰＲした海の近くの住まいづくりの推進

企業立地などによる雇用の拡大施策の推進

市内循環バスなど交通網の充実

道路や公園など住環境整備の推進

地域の特性や資源を生かした景観づくり

太陽光発電システムなど環境に配慮した住宅設備の普及促進

住宅相談や住まいづくりに関する情報提供・相談窓口の充実

その他

無回答
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・居住地域における問題や課題では、町内会等の役員のなり手・担い手が少ないに次いで、

「住民同士のまとまりや助け合いが少なくなってきている」が多く、蒲郡市社会福祉協議会に、

今後特に力を入れてほしい取組は、「介護サービス・介護予防サービス」に次いで、「地域に

おける支え合いや見守り活動」が多くなっています。しかし、支え合いの地域づくりの取組を

知らない人が多くなっています。 

 

居住地域の問題や課題（蒲郡市地域福祉の推進に関するアンケート調査） 

  

29.3 

26.7 

20.5 

19.4 

19.4 

15.6 

12.4 

10.7 

10.0 

7.1 

6.8 

6.6 

4.5 

3.6 

2.3 

1.4 

3.5 

23.4 

4.5 

23.9 

29.2 

18.2 

21.3 

22.6 

15.3 

14.4 

10.0 

8.5 

8.5 

7.8 

3.4 

3.0 

3.7 

3.8 

24.4 

3.5 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0

町内会・自治会・地区社協・コミュニティ協議会等の役

員のなり手、担い手が少ない

住民同士のまとまりや

助け合いが少なくなってきている

高齢者や障がい者の災害時の避難体制

多世代との交流や付き合いが少ない

地域の防犯

高齢者や障がい者が暮らしやすい環境の整備

子どもの遊び場などの環境整備

ひとり暮らしや障がい者の孤立や孤独死の問題

高齢者が障がい者を抱える世帯の介護疲れやストレ

スの問題

外国人とのコミュニケーション

高齢者や障がい者の社会参加や生きがいづくり

身の回りのことについて相談できる人がいない

子育てをしている世帯の育児疲れやストレスの問題

経済的な面で生活に困っている人への対策

子どもの非行やいじめ

虐待の問題

その他

特にない

無回答

（％）

今回調査（令和元年12月） 前回調査（平成26年12月）
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蒲郡市社会福祉協議会に力を入れてほしい取組（蒲郡市地域福祉の推進に関するアンケート調査） 

 
 

支え合いの地域づくりの取組の認知状況（蒲郡市地域福祉の推進に関するアンケート調査） 

  
 

【課題】 

○今後増加が見込まれる高齢者や障がい者が、住み慣れた地域で安心して暮らし続けること

ができるよう、バリアフリー化や公共交通の維持などの住宅・住環境の整備が求められてい

ます。 

〇高齢者が住み慣れた地域で末永く暮らせるように、生活支援サービスや住民同士の支え合

いなどによる地域づくりが求められています。 

28.8
27.9

26.9
23

17.9
12.7

11.7
11
10.8
10.7

8.8
7.4

4.8
4.6

0.7
5.3

11.8
3.8

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0

介護サービス・介護予防サービス
地域における支え合いや見守り活動

災害時の支援
福祉の情報提供・相談窓口の充実
福祉や地域活動を担う人材育成

子育て支援
住民同士の交流の場や機会づくり

子どもへの支援
障がい者や障がい児への福祉サービス

ボランティアへの支援、育成
学校等での福祉教育の推進

生活困窮者、貧困家庭への対策
若者への支援

成年後見制度など権利擁護に関する支援
その他

特にない
わからない

無回答

（％）

今回調査（令和元年12月）

17.2

12.6

8.7

8.5

5.6

3.9

61.4

7.7

0.0 20.0 40.0 60.0 80.0

広報などの情報媒体を通じ活動についての周知

生活支援コーディネーター（地域の支え合いの推進

をお手伝いする者）の配置

勉強会、イベント、出前講座による「支え合いの地域

づくり」について

地域活動を担う人材育成・養成講座の開催

居場所づくり立ち上げなどの支援

協議体（地域支え合い座談会）の設置と開催

いずれも知らない

無回答

（％）

今回調査（令和元年12月）
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課題２ 若年世代が、子育てしやすく、住み続けられる住環境の整備 

【現況】 

・平成 17 年から平成 27 年にかけて、65 歳以上が増加しており、39 歳以下は減少していま

す。40～54 歳が増加傾向にあることから、10 年後の令和 1２年にはさらに高齢化が進むと

予想されます。また、周辺市と比較して、49 歳以下の人口比率が低くなっています。 

 

年齢階層別人口の推移 

 
資料 総務省「国勢調査」  

 

              年齢階層別人口の周辺市との比較 

  
※年齢不詳を除いているため、合計が１００％とならないものがあります。 

 
資料 総務省「平成 27年国勢調査」  

 

0.0% 2.0% 4.0% 6.0% 8.0% 10.0%

0～4歳

5～9歳

10～14歳

15～19歳

20～24歳

25～29歳

30～34歳

35～39歳

40～44歳

45～49歳

50～54歳

55～59歳

60～64歳

65～69歳

70～74歳

75～79歳

80～84歳

85～89歳

90～94歳

95～99歳

100歳以上

H17 H22 H27

53.1 

57.1 

59.8 

56.9 

57.6 

62.6 

57.9 

18.5 

18.3 

18.2 

17.8 

18.2 

16.8 

17.5 

28.0 

24.0 

21.5 

24.8 

23.9 

20.5 

23.5 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

蒲郡市

豊橋市

岡崎市

豊川市

西尾市

幸田町

愛知県

49歳以下 50～64歳 65歳以上



 

16 

 

              年齢階層別人口の周辺市との比較 

【男】      【女】 

  
  

資料 総務省「平成 27年国勢調査」  

 

 

・近隣市と比較して合計特殊出生率が低くなっています。 

 

市町村別合計特殊出生率 

 
資料 厚生労働省「平成 25年～平成 29年人口動態保健所・市区町村別統計の概況」 

0.0 2.0 4.0 6.0 8.0 10.0

0～4歳

5～9歳

10～14歳

15～19歳

20～24歳

25～29歳

30～34歳

35～39歳

40～44歳

45～49歳

50～54歳

55～59歳

60～64歳

65～69歳

70～74歳

75～79歳

80～84歳

85～89歳

90～94歳

95～99歳

100歳以上

（女）

蒲郡市 豊橋市 岡崎市 豊川市

西尾市 幸田町 愛知県

0.02.04.06.08.010.0

0～4歳

5～9歳

10～14歳

15～19歳

20～24歳

25～29歳

30～34歳

35～39歳

40～44歳

45～49歳

50～54歳

55～59歳

60～64歳

65～69歳

70～74歳

75～79歳

80～84歳

85～89歳

90～94歳

95～99歳

100歳以上

（男）

蒲郡市 豊橋市 岡崎市 豊川市

西尾市 幸田町 愛知県

蒲郡市 豊橋市 岡崎市 豊川市 西尾市 幸田町

1.40 1.60 1.66 1.66 1.58 1.76

0.02.04.06.08.010.0

0～4歳

5～9歳

10～14歳

15～19歳

20～24歳

25～29歳

30～34歳

35～39歳

40～44歳

45～49歳

50～54歳

55～59歳

60～64歳

65～69歳

70～74歳

75～79歳

80～84歳

85～89歳

90～94歳

95～99歳

100歳以上

（男）

蒲郡市 豊橋市 岡崎市 豊川市

西尾市 幸田町 愛知県

0.02.04.06.08.010.0

0～4歳

5～9歳

10～14歳

15～19歳

20～24歳

25～29歳

30～34歳

35～39歳

40～44歳

45～49歳

50～54歳

55～59歳

60～64歳

65～69歳

70～74歳

75～79歳

80～84歳

85～89歳

90～94歳

95～99歳

100歳以上

（男）

蒲郡市 豊橋市 岡崎市 豊川市

西尾市 幸田町 愛知県
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【アンケート調査結果】 

・今後の定住意向では、「20、30 歳代」で住み替えを求める人が多い傾向にあり、住み替え

る理由では、「土地または住宅を購入したため」、「子育てをする環境を良くするため」が多く、

「仕事・学業のため」、「住宅が狭い、間取りが悪いため」、「家賃が高いため」も理由の上位

となっています。 

今後の定住意向、年代別（一般市民アンケート調査） 

 
  

38.3

56.0

44.2

56.4

70.8

16.0

25.7

36.7

25.5

17.6

18.5

11.0

5.8

3.7

1.6

21.0

1.8

3.3

2.7

1.6

6.2

4.6

10.0

9.6

7.2

0.9

2.1

1.2

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

20、30歳代

（n=81)

40歳代

（n=109)

50歳代

（n=120)

60歳代

（n=188)

70歳以上

（n=250)

住み続けたい 当面の間、住み続ける予定 いずれは住み替えたい

住み替える予定 わからない 無回答
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住み替える理由、年代別（一般市民アンケート調査） 

 
 

 

・定住意向で「いずれは住み替えたい」」、「住み替える予定」と回答した人の転居先では、

「20、30 歳代」では蒲郡市内が若干多いですが、「40 歳代」では、市外が多くなっています。 

 

住み替え希望者の転居先、年代別（一般市民アンケート調査） 

 
  

21.9 6.3 

7.1 

9.1 

25.0 

37.5 12.5

37.5

14.3

9.1

9.1

9.1

8.3

9.4

21.4

8.3

6.3

7.1

12.5

9.4

7.1

9.1

16.7

9.4

21.4

18.2

41.7

25.0

9.1

3.1

7.1

9.1

21.9

21.4

9.1

8.3

25.0

21.4

36.4

25.0

62.5

12.5

7.1

9.1

25.0

12.5

15.6

14.3

18.2

18.8

35.7

9.1

8.3

12.5

0.0 50.0 100.0 150.0 200.0 250.0

20、30歳代

（n=32)

40歳代

（n=14)

50歳代

（n=11)

60歳代

（n=12)

70歳以上

（n=8)

（％）

土地または住宅を購入したため 親または子どもと同居するため
親または子どもが近居するため 子育てをする環境を良くするため
結婚のため 介護のため
高齢者・障がい者などの福祉環境が不十分なため 仕事・学業のため
買い物・通院などの日常生活に不便なため 交通が不便だから
地震や風水害の時に危険なため 騒音・悪臭などの公害が多いため
市内に適当な土地がないから 商売や事業を行うのに不便なため
住宅が狭い、間取りが悪いため 住宅が老朽化しているため
住宅の設備が悪いため 家賃が高いため
その他

18.8

14.3

9.1

16.7

25.0

21.9

14.3

54.5

33.3

25.0

8.3

6.3

7.1

6.3 9.4

7.1

6.3

14.3

8.3

7.1

9.1

12.5

9.4

21.4

8.3

21.9

14.3

27.3

25.0

37.5

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

20、30歳代

（n=32)

40歳代

（n=14)

50歳代

（n=11)

60歳代

（n=12)

70歳以上

（n=8)

現在地の近く・同じ中学校区内 蒲郡市
豊橋市 その他の東三河地域（豊川市など）
岡崎市 その他の西三河地域（西尾市、幸田町など）
名古屋市 １～７以外の愛知県内
愛知県外 無回答
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・子育てに必要な住宅や周辺環境では、「20、30 歳代」で、「まわりの通路の歩行時の安全

性」、「子どもの遊び場、公園など」を求める声が多くなっています。 

 

子育てに必要な住宅や周辺環境、年代別（一般市民アンケート調査） 

 
 

・蒲郡市の魅力として、「20、30 歳代」で、「保育・子育てサービスが充実している」と回答して

いる人はいるものの、蒲郡市に力を入れてほしい取組では、「若者や子育て世帯の定住が進

むような支援や施策の推進」、「道路や公園などの住環境整備の推進」を求める声が多いこ

とから、子育て世代対象の支援や住環境の整備を推進していくことが求められています。 
 

蒲郡市の魅力、年代別（一般市民アンケート調査） 

 

33.3

29.4

24.2

23.4

18.8

12.3

18.3

7.5

14.9

18.0

53.1

50.5

61.7

56.4

42.4

55.6

44.0

43.3

37.8

35.6

56.8

41.3

36.7

27.1

24.4

19.8

22.9

20.8

14.4

15.2

27.2

27.5

26.7

33.0

20.0

16.0

15.6

15.0

19.1

14.0

4.9

10.1

11.7

11.7

4.8

2.5

2.8

1.7

1.1

1.2

0.0 50.0 100.0 150.0 200.0 250.0 300.0

20、30歳代

（n=81)

40歳代

（n=109)

50歳代

（n=120)

60歳代

（n=188)

70歳以上

（n=250)

（％）

住宅の安全性や遮音性 住宅の広さ・間取り
保育園・幼稚園・小学校などの利便性 まわりの道路の歩行時の安全性
子どもの遊び場、公園など 親戚や近隣の人たちとの関わり
小児科など医療機関の利便性 託児・保育所などの利便性
子育てについて気軽に相談できる場所 その他

12.3

4.6

0.8

2.4

1.7
0.5

3.2

7.4

17.4

27.5

36.7

41.2

14.8

19.3

19.2

18.6

22.0

8.6

12.8

10.8

6.4

18.4

13.6

14.7

5.8

10.6

10.8

16.0

10.1

3.3

3.2

6.0

54.3

58.7

63.3

58.5

56.8

8.6

7.3

14.2

12.2

6.4

22.2

22.0

21.7

33.0

33.2

6.2

15.6

9.2

9.6

10.4

6.2

22.9

19.2

13.8

16.0

3.7
0.9

0.8

3.2

5.2

12.3

4.6

6.7

4.3

0.4

0.0 50.0 100.0 150.0 200.0 250.0

20、30歳代

（n=81)

40歳代

（n=109)

50歳代

（n=120)

60歳代

（n=188)

70歳以上

（n=250)

（％）

保育・子育てサービスが充実している 高齢者サービスが充実している
洪水や土砂災害など災害の心配が少ない 犯罪の心配が少ない
近所や地域の関係性が良い 住宅地の環境が良い
公園や緑地が充実している 海や山など自然を楽しむことができる
観光地（温泉）や行楽施設が多い 海や山の幸が美味しく充実している
道路交通の便が良い 鉄道の便が良い
病院や福祉施設が多く便利 その他
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蒲郡市に力を入れてほしい取組（一般市民アンケート調査） 

 
 

  

63.0

51.4

50.8

46.3

37.6

12.3

22.9

31.7

39.4

54.8

2.5

2.8

5.0

2.7

3.6

3.7

5.5

3.3

8.5

7.6

4.9

7.3

6.7

10.1

12.0

14.8

20.2

18.3

21.8

15.2

4.9

3.7

2.5

3.7

4.0

2.5

6.4

9.2

10.6

11.6

7.4

10.1

5.0

9.0

3.6

23.5

34.9

35.0

25.0

28.4

29.6

31.2

36.7

38.8

38.0

43.2

30.3

20.0

13.8

10.4

11.1

9.2

6.7

11.2

9.2

2.5

3.7

6.7

6.4

4.0

4.9

0.9
3.3

1.1

2.4

9.9

6.4

3.3

2.1

0.8

0.0 50.0 100.0 150.0 200.0 250.0 300.0

20、30歳代

（n=81)

40歳代

（n=109)

50歳代

（n=120)

60歳代

（n=188)

70歳以上

（n=250)

（％）

若者や子育て世帯の定住が進むような支援や施策の推進
高齢者や障がい者などが安心して居住できるような施策の推進
既存市街地（まちなか）への居住推進
三世代の同居や近居など家族のつながりの強化の支援
住宅の耐震化支援のさらなる促進
中古住宅や空家など既存住宅の活用の促進
公営住宅の整備・改修・維持管理
低所得者や住宅困窮者のための公営住宅の強化
海をＰＲした海の近くの住まいづくりの推進
企業立地などによる雇用の拡大施策の推進
市内循環バスなど交通網の充実
道路や公園など住環境整備の推進
地域の特性や資源を生かした景観づくり
太陽光発電システムなど環境に配慮した住宅設備の普及促進
住宅相談や住まいづくりに関する情報提供・相談窓口の充実
その他

【課題】 

○若者の流入を促進するとともに、流出を防止する取組が求められます。 

○若年世帯の定住促進に向けて、子育ての視点に重点を置いた住宅・住環境の整備が求めら

れています。 
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２．安全・安心な生活に関する課題 

課題３ 安全安心な住宅・住環境の整備 

【現況】 

・今後 30 年以内に高い確率で南海トラフ地震が発生すると予測されており、地震対策などを

進める必要があります。 

震度分布「過去地震最大モデル」による想定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
資料 愛知県「平成 23年度～平成 25年度 愛知県東海地震・東南海地震・南海地震等の被害予測調査結果」 

 

浸水想定域「過去地震最大モデル」による想定 

資料 愛知県「平成 23年度～平成 25年度 愛知県東海地震・東南海地震・南海地震等の被害予測調査結果」 
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・住宅の耐震化率は平成２３年から増加していますが、構造別にみると、木造住宅の耐震化率

は 51.7%、非木造住宅の耐震化率は 93.4%と推計されていることから、木造住宅の耐震

化の推進が求められます。 

耐震化状況の推移 

 
資料 蒲郡市耐震改修促進計画 

 

  【アンケート調査結果】 

・蒲郡市の魅力では、「洪水や土砂災害など災害の心配が少ない」と答えた人が多い一方、

住宅やその周りの居住環境の満足度では、「地震や風水害の時の安全性」が低く、年代別

では、全世代の半数程度が「やや不満」、「不満」と感じています。 

 

蒲郡市の魅力（一般市民アンケート調査） 

   

10,659 11,993 

4,092 4,268 

1,468 
1,723 

1,786 1,530 

14,841 12,832 

564 407 

45.0%
51.7%

91.2% 93.4%

0.0%

20.0%

40.0%

60.0%

80.0%

100.0%

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

H23 H28 H23 H28

（戸） 木造 非木造

旧耐震住宅（耐震性なし） 旧耐震住宅（耐震性あり）
新耐震住宅 耐震化率（右軸）

2.9

1.5

30.7

19.5

12.3

10.8

6.5

58.3

9.5

28.4

10.3

15.9

3.2

4.3

6.9

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

保育・子育てサービスが充実している

高齢者サービスが充実している

洪水や土砂災害など災害の心配が少ない

犯罪の心配が少ない

近所や地域の関係性が良い

住宅地の環境が良い

公園や緑地が充実している

海や山など自然を楽しむことができる

観光地（温泉）や行楽施設が多い

海や山の幸が美味しく充実している

道路交通の便が良い

鉄道の便が良い

病院や福祉施設が多く便利

その他

無回答
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住宅やその周りの居住環境の満足度（一般市民アンケート調査） 

 
 

地震や風水害の時の安全性に対する満足度、年齢別（一般市民アンケート調査） 

 

50.1 

52.7 

43.3 

21.2 

24.4 

22.8 

21.1 

16.4 

46.5 

34.5 

33.5 

11.9 

8.1 

16.9 

10.4 

19.2 

13.9 

11.7 

11.6 

30.7 

28.7 

26.7 

32.3 

25.3 

27.9 

29.5 

35.6 

30.7 

28.0 

36.8 

39.1 

42.0 

34.7 

41.5 

33.2 

40.9 

30.0 

53.5 

54.0 

53.9 

14.5 

13.5 

17.3 

29.7 

27.6 

28.9 

31.3 

34.9 

13.7 

15.1 

17.6 

25.3 

38.4 

27.7 

40.0 

27.3 

36.0 

24.8 

26.0 

10.7 

3.7 
4.7 

4.7 

18.3 

16.8 

15.6 

8.8 

12.5 

8.7 

7.3 

6.5 

7.7 

11.1 

8.7 

11.7 

8.8 

16.5 

4.9 
3.9 

1.6 

2.9 

2.5 

2.4 

5.5 

3.3 

3.2 

3.2 

5.5 

3.1 

6.3 

3.3 

13.1 

7.7 

5.2 

4.7 

3.7 

3.6 

5.1 

4.5 

3.2 

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

住宅の広さや間取り

日当たり・風通し

台所・浴室・トイレの設備または使い勝手

バリアフリーへの対応

耐震性・耐火性

遮音性・断熱性

防犯性（玄関・窓・ベランダ）

省エネ対策等の環境の配慮

駐車場の確保

通勤・通学の便利さ

買い物・通院などの日常生活の便利さ

子育て支援施設の充実度

高齢者・障がい者等のための福祉環境

公園・緑地等の充実度

地震や風水害の時の安全性

生活道路の便利さ

公共交通機関の便利さ

近所づきあいや自治会の活動

治安・防犯の環境

住みやすさ

満足 やや満足 やや不満 不満 無回答

12.3

11.0

7.5

7.4

13.2

33.3

35.8

36.7

35.1

29.2

43.2

37.6

43.3

42.0

36.4

8.6

15.6

10.8

12.2

11.2

2.5

1.7

3.2

10.0

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

20、30歳代

（n=81)

40歳代

（n=109)

50歳代

（n=120)

60歳代

（n=188)

70歳以上

（n=250)

満足 やや満足 やや不満 不満 無回答
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・現在の住宅に住んだ時期では、「60 歳代以上」で「昭和 50 年代」以前の住宅の割合が高

く、蒲郡市の魅力では、「洪水や土砂災害などの災害の心配が少ない」が高くなっています。

また、現在の住まいの耐震性能においても、「古い建物だが問題はない」と感じていたり、「地

震に備えた補強や耐震改修が必要だが実施しない」との回答もあり、災害に対する危機感

を持っている人が少ないと考えられることから、災害に対する備えが必要となります。 

 

現在の住宅に住んだ時期（建て替えた場合は建て替え時）、年齢別（一般市民アンケート調査） 

 

 
 

蒲郡市の魅力、年代別（一般市民アンケート調査） 

 

 

1.2

0.9

1.7

3.7

6.4

0.9

3.2

5.6

1.2

2.8

10.0

9.6

16.8

3.7

8.3

20.7

18.8

2.5

8.3

17.5

20.7

15.2

1.2

3.7

15.0

8.5

8.0

4.9

18.3

15.8

6.4

6.4

81.5

56.0

24.2

21.3

12.8

6.2

4.6

5.0

2.7

5.6

1.2

0.9

2.5

3.2

4.4

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

20、30歳代

（n=81)

40歳代

（n=109)

50歳代

（n=120)

60歳代

（n=188)

70歳以上

（n=250)

昭和29年以前 昭和30年代 昭和40年代 昭和50年代

昭和60～平成6年 平成7～11年 平成12～16年 平成17年以降

12.3

4.6

0.8

2.4

1.7
0.5

3.2

7.4

17.4

27.5

36.7

41.2

14.8

19.3

19.2

18.6

22.0

8.6

12.8

10.8

6.4

18.4

13.6

14.7

5.8

10.6

10.8

16.0

10.1

3.3

3.2

6.0

54.3

58.7

63.3

58.5

56.8

8.6

7.3

14.2

12.2

6.4

22.2

22.0

21.7

33.0

33.2

6.2

15.6

9.2

9.6

10.4

6.2

22.9

19.2

13.8

16.0

3.7
0.9

0.8

3.2

5.2

12.3

4.6

6.7

4.3

0.4

0.0 50.0 100.0 150.0 200.0 250.0

20、30歳代

（n=81)

40歳代

（n=109)

50歳代

（n=120)

60歳代

（n=188)

70歳以上

（n=250)

（％）

保育・子育てサービスが充実している 高齢者サービスが充実している
洪水や土砂災害など災害の心配が少ない 犯罪の心配が少ない
近所や地域の関係性が良い 住宅地の環境が良い
公園や緑地が充実している 海や山など自然を楽しむことができる
観光地（温泉）や行楽施設が多い 海や山の幸が美味しく充実している
道路交通の便が良い 鉄道の便が良い
病院や福祉施設が多く便利 その他
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現在の住まいの耐震性能、年齢別（一般市民アンケート調査） 

 

 
 

【課題】 

○激甚化する自然災害に備え、災害に対する意識啓発を行うとともに、安心して安全に住むこ

とのできる住宅・住環境の整備が求められています。 

60.5

61.5

35.0

28.7

24.0

7.4

8.3

12.5

15.4

18.4

2.5

1.8

5.8

3.2

3.6

1.7

2.1

0.8
1.1

2.8

5.8

6.9

14.0

19.8

11.0

25.8

29.8

26.0

7.4

13.8

12.5

10.1

6.8

2.5

0.9

0.8

2.7

6.4

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

20、30歳代

（n=81)

40歳代

（n=109)

50歳代

（n=120)

60歳代

（n=188)

70歳以上

（n=250)

比較的新しい建物なので、問題ない
古い建物であるが、問題はない
耐震診断をして、安全性を確認した
耐震診断をして危険であったため、耐震改修をした
耐震診断をして危険であったため、耐震改修予定である
耐震診断をして危険であったが、耐震改修はしていない
特に気にしていない
その他
無回答
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課題４ 市営住宅の計画的な維持・管理と住宅セーフティネットの強化 

【現況】 

・市営住宅については、老朽化が進んでおり、入居世帯の世帯主は、70 歳以上が多く、居住

人数は 1 人（単身）が増加しています。また、外国人の入居者も多く、全入居世帯の約４分の

１が外国人の世帯となっています。 

市営住宅の管理状況 

 
資料 蒲郡市（令和 2年 4月 1日現在） 

 

市営住宅の世帯主年齢別世帯数の推移 

 
資料 蒲郡市 

住宅名 棟 所　在　地 建設 構造 戸 数 面積 間取 備    考

５４ 71.98 ３ＤＫ

２ 70.80 ３ＤＫ  身体障害者向

４ 63.16 ２ＤＫ  高齢者世帯向

１０ 55.21 ３ＤＫ

１０ 49.70 ２ＤＫ  ｼﾙﾊﾞｰﾊｳｼﾞﾝｸﾞ

Ａ 大塚町大門１０番地１ S48 中耐四 ３２ 46.69  ３Ｋ

Ｂ 大塚町大門１０番地２ S49 中耐四 ３２ 46.69  ３Ｋ

Ｃ 大塚町大門１０番地３ S49 中耐四 ２９ 46.69  ３Ｋ

Ｃ 大塚町大門１０番地３ S49 中耐四 ３ 46.69  ３Ｋ 高齢者世帯向

Ａ 豊岡町白山３１番地６ H2 中耐四 １６ 62.72 ３ＤＫ

Ｂ 豊岡町白山３１番地６ H4 中耐四 １６ 62.72 ３ＤＫ

Ｃ 豊岡町白山４８番地１４ H6 中耐四 ３２ 70.24 ３ＤＫ

力　川 1 三谷北通五丁目１７１番地 S49 中耐三 １２ 41.77  ３Ｋ

S27 簡耐二 ８ 47.50  ３Ｋ

S28 簡耐二 １０ 47.50  ３Ｋ

大　宮 8 宮成町６番・７番 S34 木造平 １６ 28.62  ２Ｋ

月　田 5 竹谷町月田６２番地 S29 木造平 ８ 28.17  ２Ｋ

S37 木造平 ２５ 31.35  ２Ｋ

S38 木造平 １０ 31.35  ２Ｋ

S39 木造平 ８ 31.35  ２Ｋ

S40 簡耐平 ５ 31.75  ２Ｋ

Ａ 形原町北浜９番地 S57 中耐四 ２４ 64.16 ３ＤＫ

Ｂ 形原町北浜９番地 S57 中耐四 ２４ 64.16 ３ＤＫ

H９ 高耐十

Ｂ 大塚町丸山６０番地 H９

管 理 戸 数 計  ３９０戸

中耐四

大　塚

白　山

貴　船 5 宮成町１２番４号

募集停止

鹿　島 40 鹿島町岡２０番地

北　浜

丸　山

Ａ 大塚町丸山６０番地

14 16 14 10 14 15 10 14 10 9 9

71 64 53 47 36 37 29 34 32 40 40

71 72 80 78 80 79
72 71 68 59 56

51 49 45 49 49 49
54 51 47 47 43

71 60 71 66 67 61
51 53 57 54 46

78 88 86 92 92 106
113 110 107 108 123

0

50

100

150

200

250

300

350

400

H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

（人）

20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代 70歳以上
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市営住宅の居住人数別世帯数の推移 

 
資料 蒲郡市 

 

 

・蒲郡市の外国人居住者は、増加傾向にあり、今後も増加が予想されます。 

 

外国人居住者の推移 

 
 

資料 蒲郡市市民課（毎年１月１日時点） 

 

  

60 63 67 68 67 72 73 76 80 78 81

115 108 110 112 115 117 108 114 112 107 114

73 71 74 71 66 70
60 60 54 58 51

70 69 65 51 50
52

54 52 45 40 38

27 28 25 32 31 27
24 23 22 25 26

8 5 5 5 5 5
6 6 6 5 2

3 5 3 3 4 4
4 2 2 4 5

0

50

100

150

200

250

300

350

400

H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

（世帯）

1人 2人 3人 4人 5人 6人 7人以上

868 922 1,002 1,114 1,193
1,377 1,501

1,214 1,277 1,324 1,416 1,503 1,656 1,750

2,082 2,199
2,326

2,530
2,696

3,033
3,251

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

H26 H27 H28 H29 H30 H31 R2

（人）

男 女 合計
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【アンケート調査結果】 

・外国人の居住状況では、近所に外国人が住んでいると回答した住民において挨拶や会話を

する人が少なく、騒音やゴミ出しなどでトラブルになっている人もいます。また、外国人アンケ

ート調査において、現在の家を探す際に困ったことでは、「家賃が高くて借りられない」、「不

動産屋で入居を断られたことがある」人がいます。 

 

外国人の居住状況（一般市民アンケート調査） 

 
 

現在の家を探す際に困ったこと（外国人アンケート調査） 

 
  

53.3

24.8

10.7

13.1

3.1

5.3

4.1

4.9

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

近所には住んでいない

（おそらく住んでいない）

近所に住んでいるが、面識はない

（住んでいると聞いたことがある）

近所に住んでいるが、すれ違っても挨拶しない

近所に住んでいて、挨拶程度ならする

近所に住んでいて、会話をする

近所に住んでいて、騒音やゴミ出しなど

トラブルになっている

近所に住んでいて、マナーは

日本人と同じか、または良い

無回答

14

1

8

1

3

0 5 10 15

家賃が高くて借りられない

希望の場所、希望の間取りの家がない

不動産屋で入居を断られたことがある

保証人がいない

無回答

（件）
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・市営住宅の室内の設備で希望することでは、設備の改善や部屋のリフォームを求めており、

将来求める市営住宅では、「高齢者が静かにのんびりと過ごせる市営住宅」、「新しい機能

の整った市営住宅」を求めていることから、計画的なバリアフリー化等の改修の実施などが

求められます。 

市営住宅の室内の設備で希望すること（市営住宅入居者アンケート調査） 

 
将来求める市営住宅（市営住宅入居者アンケート調査） 

 

62.5

39.6

25.7

13.9

28.5

28.5

13.9

5.6

16.0

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

キッチン・洗面・トイレなどの

設備を新しくして欲しい

床・壁・天井などの室内全体が

古いため、新しくして欲しい

玄関や窓、室内の扉の動きが

悪いため、取り替えて欲しい

電気ブレーカーがすぐに落ちて

停電するため、取り替えて欲しい

周りの部屋からの音が伝わらないように、

防音性を高くして欲しい

浴室をユニットバスにして欲しい

エレベーターを設置して欲しい

その他

無回答

10.4

26.4

4.2

13.2

5.6

19.4

2.1

18.8

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0%

ファミリーや若者が増え、

にぎやかで活気ある市営住宅

高齢者が静かにのんびりと

過ごせる市営住宅

外国人と日本人との

交流が盛んな市営住宅

自費で自由に部屋の模様替え(DIY)

できる市営住宅

街中の利便性良い民間賃貸住宅を

活用した市営住宅

新しい機能の整った市営住宅

その他

無回答

【課題】 

○今後、増加が予想される高齢者、外国人の住宅確保要配慮者全体をカバーするため、誰も

が安心して暮らせるように、空家の活用や入居を拒まないセーフティネット住宅の登録などを

推進していくことが求められます。 

○市営住宅においては、外国人入居者が増えることが予想されることから、市営住宅のルール

などの多言語リーフレットの作成や日本語教室の案内、団地内のコミュニケーション環境を

整えるための支援が必要となります。 
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３．住宅に関する課題 

課題５ 空家の適正管理と有効活用 

【現況】 

・空家は今後増加していくことが予想されるため、空家の利活用を促進していくことが求めら

れます。また、地域の景観や住環境を維持するためには、空家の発生を抑制することが求め

られます。 

空家数の推移 

 
                           

資料 総務省「住宅・土地統計調査」 

 

空家数の種類 

 

 
 

                          資料 総務省「住宅・土地統計調査」 

 

  

26,200 27,550 30,190 32,040 34,140 35,760

2,110 2,440 2,910 4,200 5,110 4,260

8.1
8.9

9.6

13.1

15.0

11.99.8
11.5

12.2
13.1

13.5

13.6

0.0

4.0

8.0

12.0

16.0

20.0

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

H5 H10 H15 H20 H25 H30

（％）（戸）

住宅総数 空家数 空家率 空家率（全国）

190

30

2,910

2,140

30

40

1,990

2,050

0 1,000 2,000 3,000 4,000 5,000 6,000

H25

H30

（戸）

二次的住宅 賃貸用の住宅 売却用の住宅 その他の住宅
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【アンケート調査結果】 

・空家に対する不満や問題、困っていることでは、近隣の空家に対する不安を持っている人が

いることから、対策を講じる必要があります。また、多くの人が今は所有していないが、対策が

分からないと回答しています。今後、所有する場合に不安を感じている人が多いため、今から

活用策を知ってもらう取組が必要となります。 
 

空家に対する不満や問題、困っていること（一般市民アンケート調査） 

 
 

  

20.9

2.1

2.9

1.9

2.4

1.7

1.9

8.9

10.0

8.8

12.3

10.0

44.1

2.3

10.9

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

近隣に空家があり、

治安・防災・衛生等の面で不安である

空家を所有しているが、

活用方法が分からない

空家を所有しているが、

家具や荷物を片付けられない

空家を所有しており、

建物を解体したいが解体費用がない

空家を所有しており、解体すると

固定資産税が上がるため、解体できない

空家を所有しており、売却したいが、

買い手が見つからない

空家を所有しており、今後も所有

したいが、維持管理に費用や手間がかかる

今は空家を所有していないが、

空家を所有した場合、活用方法が分からない

今は空家を所有していないが、空家を所有

した場合、建物を解体したいが解体費用がない

今は空家を所有していないが、空家を所有した場合、

解体すると固定資産税が上がるため、解体できない

今は空家を所有していないが、空家を所有した場合、

売却したいが、買い手が見つかるか不安である

空家に関する相談等の方法が

わからない

特にない

その他

無回答
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・蒲郡市に力を入れてほしい取組では、「中古住宅や空家など既存住宅の活用の促進」を望

む方が、全世代で多くみられます。 
 

蒲郡市に力を入れてほしい取組、年代別（一般市民アンケート調査） 

 
 

 

【課題】 

○空家については、景観や防災・防犯など、住環境に悪影響を及ぼすおそれもあることから、今

後の増加を見据えた早期対策が求められています。 

○利活用が可能な空家については、地域資源として、地域活力の維持・向上に向け、有効活用

していくことが求められます。 

63.0

51.4

50.8

46.3

37.6

12.3

22.9

31.7

39.4

54.8

2.5

2.8

5.0

2.7

3.6

3.7

5.5

3.3

8.5

7.6

4.9

7.3

6.7

10.1

12.0

14.8

20.2

18.3

21.8

15.2

4.9

3.7

2.5

3.7

4.0

2.5

6.4

9.2

10.6

11.6

7.4

10.1

5.0

9.0

3.6

23.5

34.9

35.0

25.0

28.4

29.6

31.2

36.7

38.8

38.0

43.2

30.3

20.0

13.8

10.4

11.1

9.2

6.7

11.2

9.2

2.5

3.7

6.7

6.4

4.0

4.9

0.9
3.3

1.1

2.4

9.9

6.4

3.3

2.1

0.8

0.0 50.0 100.0 150.0 200.0 250.0 300.0

20、30歳代

（n=81)

40歳代

（n=109)

50歳代

（n=120)

60歳代

（n=188)

70歳以上

（n=250)

（％）

若者や子育て世帯の定住が進むような支援や施策の推進
高齢者や障がい者などが安心して居住できるような施策の推進
既存市街地（まちなか）への居住推進
三世代の同居や近居など家族のつながりの強化の支援
住宅の耐震化支援のさらなる促進
中古住宅や空家など既存住宅の活用の促進
公営住宅の整備・改修・維持管理
低所得者や住宅困窮者のための公営住宅の強化
海をＰＲした海の近くの住まいづくりの推進
企業立地などによる雇用の拡大施策の推進
市内循環バスなど交通網の充実
道路や公園など住環境整備の推進
地域の特性や資源を生かした景観づくり
太陽光発電システムなど環境に配慮した住宅設備の普及促進
住宅相談や住まいづくりに関する情報提供・相談窓口の充実
その他
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課題６ 質の高い住宅とニーズに応じた住宅・住環境の整備 

【現況】 

・近隣市と比較しても高齢者の割合が高くなっており、今後もさらに高齢化が進むと想定され

ます。一方で、「高齢者等のための設備がある」住宅の割合は低くなっています。そのため、高

齢者が暮らしやすい住宅の供給や安心して暮らすことのできるまちづくりが必要です。 

 

高齢者等のための設備の設置状況

 
 

資料 総務省「住宅・土地統計調査」 

 

 

・住宅用地球温暖化対策設備導入費の補助等を行っており、各種制度の周知機会の拡大や

活用の推進を図り、環境にやさしいライフスタイルを普及させていくことが求められます。 

 

蒲郡市の住宅用地球温暖化対策設備等導入費補助 

 

     
                          

 資料 蒲郡市 

 

  

53.4 52.8 62.9 

27.5 
56.1 55.7 61.1 

36.5 
53.1 52.6 61.9 

32.7 

46.6 47.2 37.1 

72.5 
43.9 44.3 38.9 

63.5 
46.9 47.4 38.1 

67.3 

0%

50%

100%
H20 H25 H30

高齢者等のための設備がある 高齢者等のための設備はない

太陽熱利用システム 自然循環型、強制循環型いずれも対象

家庭用エネルギー管理システム

(ＨＥＭＳ)

家庭での電力使用量等を自動で実測し、エネルギーの「見える化」

を図るとともに、機器の電力使用量などを調整する制御機能を有

するもの

家庭用燃料電池システム

(エネファーム)

燃料電池ユニット及び貯湯ユニット等から構成され、都市ガス、

ＬＰガス等から燃料となる水素を取り出して空気中の酸素と反

応させて発電し、発電時の排熱を給湯等に利用できるもの

リチウムイオン蓄電池システム 
国が実施する「定置用リチウムイオン蓄電池導入支援に係る

補助事業」の補助対象に指定されているもの

電気自動車等（電気自動車又はプラ

グインハイブリッド自動車）充給電

設備

・電気自動車等から住宅へ電力の供給ができるもの

・国が実施する「次世代自動車インフラ整備促進に係る補助事業」

　の補助対象に指定されているもの
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【アンケート調査結果】 

・旧計画では、住宅の供給に重点をおいて施策を展開してきました。その結果、住宅に関して

は、「住宅の広さや間取り」、「日当たり・風通し」、「台所・浴室・トイレの設備または使い勝手」

の満足度は高くなっています。しかし、住宅やその周りの居住環境の満足度では、「バリアフリ

ーへの対応」や「省エネ対策等の環境の配慮」では満足度が低くなっています。 

 

住宅やその周りの居住環境の満足度（一般市民アンケート調査） 

 

 
 

 

  

50.1 

52.7 

43.3 

21.2 

24.4 

22.8 

21.1 

16.4 

46.5 

34.5 

33.5 

11.9 

8.1 

16.9 

10.4 

19.2 

13.9 

11.7 

11.6 

30.7 

28.7 

26.7 

32.3 

25.3 

27.9 

29.5 

35.6 

30.7 

28.0 

36.8 

39.1 

42.0 

34.7 

41.5 

33.2 

40.9 

30.0 

53.5 

54.0 

53.9 

14.5 

13.5 

17.3 

29.7 

27.6 

28.9 

31.3 

34.9 

13.7 

15.1 

17.6 

25.3 

38.4 

27.7 

40.0 

27.3 

36.0 

24.8 

26.0 

10.7 

3.7 
4.7 

4.7 

18.3 

16.8 

15.6 

8.8 

12.5 

8.7 

7.3 

6.5 

7.7 

11.1 

8.7 

11.7 

8.8 

16.5 

4.9 
3.9 

1.6 

2.9 

2.5 

2.4 

5.5 

3.3 

3.2 

3.2 

5.5 

3.1 

6.3 

3.3 

13.1 

7.7 

5.2 

4.7 

3.7 

3.6 

5.1 

4.5 

3.2 

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

住宅の広さや間取り

日当たり・風通し

台所・浴室・トイレの設備または使い勝手

バリアフリーへの対応

耐震性・耐火性

遮音性・断熱性

防犯性（玄関・窓・ベランダ）

省エネ対策等の環境の配慮

駐車場の確保

通勤・通学の便利さ

買い物・通院などの日常生活の便利さ

子育て支援施設の充実度

高齢者・障がい者等のための福祉環境

公園・緑地等の充実度

地震や風水害の時の安全性

生活道路の便利さ

公共交通機関の便利さ

近所づきあいや自治会の活動

治安・防犯の環境

住みやすさ

満足 やや満足 やや不満 不満 無回答
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・住まいの前面道路について、全体では、「車や人があまり通らず、静かでよい」が 42.1％、

「道幅が狭いので、通行に不便を感じる」が 22.1％、「自動車がすれちがうことができない」

が 21.1％となっています。 

 

住まいの前面道路について（一般市民アンケート調査） 

 

 
  

21.1

22.1

19.2

6.9

15.3

42.1

17.6

14.1

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

自動車がすれちがうことができない

道幅が狭いので、通行に不便を感じる

交通量が多く、騒音や危険を感じる

消防自動車や救急車が進入できず、不安を感じる

大地震による建物や塀の倒壊により、

避難経路がふさがれないか、不安を感じる

車や人があまり通らず、静かでよい

道幅４ｍ未満の道路沿いで家を建てるときは、

道路の中心から２ｍの部分には何も作れないことを

知っている（建築基準法第４２条第２項）

無回答
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・今後の定住意向では、「20、30 歳代」で住み替えを求める人が多い傾向にあり、住み替え

る理由では、「土地または住宅を購入したため」、「子育てをする環境を良くするため」、「仕

事・学業のため」、「住宅が狭い、間取りが悪いため」、「家賃が高いため」と理由は様々です。 

 

今後の定住意向、年代別（一般市民アンケート調査） 

 
 

今後の定住意向における住み替える理由、年代別（一般市民アンケート調査） 

 
 

 

38.3

56.0

44.2

56.4

70.8

16.0

25.7

36.7

25.5

17.6

18.5

11.0

5.8

3.7

1.6

21.0

1.8

3.3

2.7

1.6

6.2

4.6

10.0

9.6

7.2

0.9

2.1

1.2

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

20、30歳代

（n=81)

40歳代

（n=109)

50歳代

（n=120)

60歳代

（n=188)

70歳以上

（n=250)

住み続けたい 当面の間、住み続ける予定 いずれは住み替えたい

住み替える予定 わからない 無回答

21.9 6.3 

7.1 

9.1 

25.0 

37.5 12.5

37.5

14.3

9.1

9.1

9.1

8.3

9.4

21.4

8.3

6.3

7.1

12.5

9.4

7.1

9.1

16.7

9.4

21.4

18.2

41.7

25.0

9.1

3.1

7.1

9.1

21.9

21.4

9.1

8.3

25.0

21.4

36.4

25.0

62.5

12.5

7.1

9.1

25.0

12.5

15.6

14.3

18.2

18.8

35.7

9.1

8.3

12.5

0.0 50.0 100.0 150.0 200.0 250.0

20、30歳代

（n=32)

40歳代

（n=14)

50歳代

（n=11)

60歳代

（n=12)

70歳以上

（n=8)

（％）

土地または住宅を購入したため 親または子どもと同居するため
親または子どもが近居するため 子育てをする環境を良くするため
結婚のため 介護のため
高齢者・障がい者などの福祉環境が不十分なため 仕事・学業のため
買い物・通院などの日常生活に不便なため 交通が不便だから
地震や風水害の時に危険なため 騒音・悪臭などの公害が多いため
市内に適当な土地がないから 商売や事業を行うのに不便なため
住宅が狭い、間取りが悪いため 住宅が老朽化しているため
住宅の設備が悪いため 家賃が高いため
その他
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・老後に暮らしたい住まいでは、「子どもたちと同居または近居での住まい」が２番目に多く、

同居近居に対し一定のニーズが予想されます。 

 

老後に暮らしたい住まい（一般市民アンケート調査） 

 
 

・外国人アンケートの蒲郡市に期待することでは、「家賃の安い住宅や空家などを紹介してほ

しい」と回答した人が多く、空家を含めた良好な住宅の供給が求められます。 

 

蒲郡市に期待すること（外国人アンケート調査） 

 

60.8

6.7

23.9

20.7

15.5

9.5

6.7

11.1

26.4

0.9

2.4

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

現在と同じ住まいがよい

現在の居住地とは違う場所での住まい

子どもたちと同居または近居での住まい

段差の解消、手すりの設置などをした住まい

駅や商店の近くなどのまちなかでの住まい

高齢者専用の賃貸住宅（サービス付き高齢者賃貸…

高齢者向けの公営住宅

福祉と連携した老人ホーム

特に決めていない

その他

無回答

9

1

1

4

14

15

16

4

1

0 5 10 15 20

地域の人とコミュニケーションが…

電車や駅前の公共駐車場の確保やバスなど…

子育てや教育を支援してほしい

道路に街頭を増やすなど、…

家賃の安い住宅や空家などを紹介してほしい

困ったことなどを相談できる場所がほしい

市役所等に通訳がほしい

その他

無回答

（件）

【課題】 

○既存住宅ストックの流通、活用型社会へと転換していくため、質の高い住宅形成が求められ

ています。 

○住宅に対するニーズが多様化してきており、ライフスタイルにあわせた住宅・住環境の整備が

求められています。 

現在と同じ住まいがよい 

現在の居住地とは違う場所での住まい 

子どもたちと同居または近居での住まい 

段差の解消、手すりの設置などをした住まい 

駅や商店の近くなどのまちなかでの住まい 

高齢者専用の賃貸住宅（サービス付き高齢者賃貸住宅など） 

高齢者向けの公営住宅 

福祉と連携した老人ホーム 

特に決めていない 

その他 

無回答 

地域の人とコミュニケーションが取れるように支援してほしい 

 

子育てや教育を支援してほしい 

道路に街頭を増やすなど、 

防犯・安全性の向上に力を入れてほしい 

家賃の安い住宅や空家などを紹介してほしい 

困ったことなどを相談できる場所がほしい 

市役所等に通訳がほしい 

その他 

無回答 

電車や駅前の公共駐車場の確保やバスなど交通の便を 
良くしてほしい 
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４．蒲郡の活性化に関する課題 

課題７ 蒲郡市の特性を活かしたまちづくり 

【現況】 

・都市機能施設や人口は、蒲郡駅や三河三谷駅、形原駅等の鉄道駅周辺に集中しており、利

便性が高く比較的コンパクトな拠点が形成されていることから、今後もこれを維持していきま

す。 

都市機能施設の集積状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
資料 蒲郡市立地適正化計画 

※ポイント数は、徒歩圏内（800ｍ）にある施設区分数 

（上記の 10施設区分と「鉄道駅」「バス停」が対象） 

児童館 

 

障がい児福祉施設 

 

認定外保育施設 

 

公民館・生涯学習施設等     

 

銀行等 

高齢者介護施設 

 

障がい者福祉施設 

 

診療所 

 

保育園等 

 

小学校・中学校 

7ポイント 

 

8ポイント 

 

9ポイント 

 

10ポイント 

 

11ポイント 

 

12ポイント 

1ポイント 

 

2ポイント 

 

3ポイント 

 

4ポイント 

 

5ポイント 

 

6ポイント 

名鉄 

JR 

新幹線 

鉄道駅 

市外化区域 

行政区域 
生活利便性評価 都市機能施設 

三河大塚駅 
三河三谷駅 

蒲郡駅 

蒲郡駅 

三河塩津駅 

形原駅 

西浦駅 

三河鹿島駅 

蒲郡競艇場前駅 
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平成 27 年総人口の分布（500ｍメッシュ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
資料 蒲郡市立地適正化計画 

 

 

 

・就業者数は、平成 7 年から平成 27 年にかけて減少しています。また、観光地の利用者数は、

近年は減少傾向にあります。 

 

産業別就業者数の推移 

 

 
 

資料 総務省「国勢調査」 

 

 

 

2,463 2,388 2,366 1,961 1,768

21,005 19,700 17,706 16,196 15,952

23,701 23,021 23,956
22,712 22,310

47,169
45,109 44,028

40,869 40,030

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

H7 H12 H17 H22 H27

（人）

第１次産業 第２次産業 第３次産業 合計

凡例 

人口 

80人/ha以上 
（2,000人以上） 

 
 

60人/ha以上80人/ha未満 
（1,500人以上2,000人未満） 

 

40人/ha以上60人/ha未満 
（1,000人以上1,500人未満） 

 

30人/ha以上40人/ha未満 
（750人以上1,000人未満） 

20人/ha以上30人/ha未満 
（500人以上750人未満） 

 
 

10人/ha以上20人/ha未満 
（250人以上500人未満） 

 

10人/ha未満 
（250人未満） 
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年間観光地利用者数の推移 

 
 

資料 蒲郡市 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

357,502 
371,781 

311,955 313,656 
325,487 

2,302,240 2,353,487 

2,051,945 

2,270,500 

2,062,548 

264,214 248,224 261,690 282,653 264,293 

677,088 654,460 

922,767 901,877 

442,657 

14,706 16,113 15,783 13,821 9,774 

3,359,442 

3,129,490 3,127,695 
3,009,902 2,997,744 

6,975,192 
6,773,555 6,691,835 6,691,835 6,691,835 

0

1,000,000

2,000,000

3,000,000

4,000,000

5,000,000

6,000,000

7,000,000

8,000,000

0

1,000,000

2,000,000

3,000,000
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三河大島 大塚地区 合計（右軸）
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【アンケート調査結果】 

・蒲郡市の魅力として、「海や山など自然を楽しむことができる」が 58.3％、「海や山の幸が

美味しく充実している」が 28.4％と多くなっています。 

 

蒲郡市の魅力（一般市民アンケート調査） 

 

 
 

  

2.9

1.5

30.7

19.5

12.3

10.8

6.5

58.3

9.5

28.4

10.3

15.9

3.2

4.3

6.9

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

保育・子育てサービスが充実している

高齢者サービスが充実している

洪水や土砂災害など災害の心配が少ない

犯罪の心配が少ない

近所や地域の関係性が良い

住宅地の環境が良い

公園や緑地が充実している

海や山など自然を楽しむことができる

観光地（温泉）や行楽施設が多い

海や山の幸が美味しく充実している

道路交通の便が良い

鉄道の便が良い

病院や福祉施設が多く便利

その他

無回答
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・通勤・通学先では、「50 歳代」以下で蒲郡市外と回答された方が半数程度、住み替えの意

向については、「40 歳代」の約６割が市外への住み替えを希望しています。 

 

通勤・通学先、年代別（一般市民アンケート調査） 

 

 
 

今後の定住意向における住み替え先の候補、年代別（一般市民アンケート調査） 

 

 
 

  

42.0

48.1

52.7

62.4

73.2

1.2

6.7

8.9

3.4

2.8

14.8

5.8

4.5

9.4

8.5

9.9

9.6

5.4

6.0

4.2

24.7

16.3

17.0

7.7

8.5

4.9

7.7

7.1

3.4

2.5

1.9

2.7

0.9

1.4

2.9

2.6

1.9

2.7

5.1

5.6

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

20、30歳代

（n=81)

40歳代

（n=104)

50歳代

（n=112)

60歳代

（n=117)

70歳以上

（n=71)

蒲郡市内 豊橋市
その他の東三河地域（豊川市など） 岡崎市
その他の西三河地域（西尾市、幸田町など） 名古屋市
前項以外の愛知県内 愛知県外
無回答

18.8

14.3

9.1

16.7

25.0

21.9

14.3

54.5

33.3

25.0

8.3

6.3

7.1

6.3 9.4

7.1

6.3

14.3

8.3

7.1

9.1

12.5

9.4

21.4

8.3

21.9

14.3

27.3

25.0

37.5

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

20、30歳代

（n=32)

40歳代

（n=14)

50歳代

（n=11)

60歳代

（n=12)

70歳以上

（n=8)

現在地の近く・同じ中学校区内 蒲郡市
豊橋市 その他の東三河地域（豊川市など）
岡崎市 その他の西三河地域（西尾市、幸田町など）
名古屋市 １～７以外の愛知県内
愛知県外 無回答
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・蒲郡市に力を入れてほしい取組として、「企業立地などによる雇用の拡大施策の推進」を求

める声もあることから、それらも踏まえた取組が必要となります。 

 

蒲郡市に力を入れてほしい取組、年代別（一般市民アンケート調査） 

 

 
 

 

【課題】 

○本市の魅力である海や山などの自然環境や、駅周辺の交通利便性が高く、都市機能が集

積した良好な居住環境など、蒲郡市の特性を活かしたまちづくりを進めていくことが求めら

れています。 

63.0

51.4

50.8

46.3

37.6

12.3

22.9

31.7

39.4

54.8

2.5

2.8

5.0

2.7

3.6

3.7

5.5

3.3

8.5

7.6

4.9

7.3

6.7

10.1

12.0

14.8

20.2

18.3

21.8

15.2

4.9

3.7

2.5

3.7

4.0

2.5

6.4

9.2

10.6

11.6

7.4

10.1

5.0

9.0

3.6

23.5

34.9

35.0

25.0

28.4

29.6

31.2

36.7

38.8

38.0

43.2

30.3

20.0

13.8

10.4

11.1

9.2

6.7

11.2

9.2

2.5

3.7

6.7

6.4

4.0

4.9

0.9
3.3

1.1

2.4

9.9

6.4

3.3

2.1

0.8

0.0 50.0 100.0 150.0 200.0 250.0 300.0

20、30歳代

（n=81)

40歳代

（n=109)

50歳代

（n=120)

60歳代

（n=188)

70歳以上

（n=250)

（％）

若者や子育て世帯の定住が進むような支援や施策の推進
高齢者や障がい者などが安心して居住できるような施策の推進
既存市街地（まちなか）への居住推進
三世代の同居や近居など家族のつながりの強化の支援
住宅の耐震化支援のさらなる促進
中古住宅や空家など既存住宅の活用の促進
公営住宅の整備・改修・維持管理
低所得者や住宅困窮者のための公営住宅の強化
海をＰＲした海の近くの住まいづくりの推進
企業立地などによる雇用の拡大施策の推進
市内循環バスなど交通網の充実
道路や公園など住環境整備の推進
地域の特性や資源を生かした景観づくり
太陽光発電システムなど環境に配慮した住宅設備の普及促進
住宅相談や住まいづくりに関する情報提供・相談窓口の充実
その他


